
ご意見・ご要望 投稿日 平成３０年９月２７日 

件名 ＬＧＢＴパートナーシップについて 

本文  

私は、誰もが平等であるべきだと考えています。 

日本では現在ＬＧＢＴの方々の結婚は難しいですが、そういった方々にも暮

らしやすい街であってほしいと思っています。 

ＬＧＢＴのパートナーシップの発行を行ってください。 

パートナーが急な病で病院へ運ばれた時に家族でない等の理由から、色々と

大変みたいですし、結婚できなかったとしても、結婚しているものと同等の

権利というか、そういうものを市で認めてあげても良いのではと思います。 

回 答 回答日 平成３０年１０月４日 

担当部署 市民部 市民協働室 人権男女参画課 

本文 

この度は、性的マイノリティの方々に対する貴重な温かいご意見をいただ

きましたことに改めて感謝申し上げます。 

 今回ご意見いただきました「配偶者登録制度」につきましては、東京都渋

谷区などで、同性カップルにパートナーシップ証明書を発行するなどの取組

があることは承知しておるところであります。 

本市におきましては、毎年「人権啓発パネル展」を開催する中で、昨年度

はＬＧＢＴの支援団体と協働し、多様な性に関わるメッセージ展を併設して

開催いたしました。また、今年度も市図書館で継続して実施したほか、本庁

舎市民活動室におきましては、「ＩＤＨＯメッセージ展」も独自に開催した

ところでございます。 

さらに、今年８月には窓口担当職員を対象に「ＬＧＢＴの視点から多様性

を考える」と題しまして研修会を実施するなど、広く市民や職員にＬＧＢＴ

に関する情報を発信しているところです。 

今後、一人でも多くの方が、多様な性について理解し、日頃からお互いの

「違い」を認め合える社会の構築が必要だと考えておりますが、「配偶者登

録制度」の導入につきましては、他都市の状況等を注視する中で、必要に応

じて検討してまいりますので、ご理解の程よろしくお願いいたします。 

 


